
（3）　　2024年（令和６年）１月７日 第266号あ か し 市 議 会 だ よ り

よ
う
、
Ｊ
Ｒ
朝
霧
駅
か
ら

朝
霧
歩
道
橋
と
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
経
て
、
砂
浜
ま
で

の
ス
ロ
ー
プ
を
整
備
し
て

い
る
。
ま
た
、
砂
浜
用
車

い
す
の
貸
し
出
し
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。

　

�　
昨
年
８
月
に
障
害
の
あ

る
人
も
海
水
浴
が
楽
し
め

る
水
陸
両
用
の
車
い
す

体
験
会
、
９
月
に
砂
浜

に
ビ
ー
チ
マ
ッ
ト
を
敷

き
、
誰
も
が
不
自
由
な

く
移
動
で
き
る
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ビ
ー
チ
体
験
会

を
実
施
し
た
。
協
力
い

た
だ
い
た
団
体
か
ら
は
、

大
蔵
海
岸
に
お
け
る
ビ

ー
チ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

化
の
可
能
性
を
感
じ
た
と

の
意
見
を
聞
い
て
い
る
。  

　
今
後
は
、
持
続
可
能
な

運
用
方
法
を
模
索
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
モ
デ
ル

的
に
実
施
し
、
実
績
を
重

ね
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

情
報
の
発
信
な
ど
、
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

�　
な
お
、
県
の
自
動
録
音

機
能
付
き
電
話
機
の
補
助

制
度
に
つ
い
て
は
、
市
と

し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う

制
度
設
計
に
取
り
組
む
と

と
も
に
市
民
に
積
極
的
に

広
報
し
て
い
き
た
い
。

問�　
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
本
市
と
し

て
、
犯
罪
を
で
き
る
限
り

未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
。
特
殊
詐
欺

被
害
が
過
去
最
悪
の
ペ
ー

ス
で
増
え
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
県
は
65
歳
以
上
の

県
内
在
住
者
を
対
象
に
自

動
録
音
機
能
付
き
電
話
機

の
購
入
に
最
大
１
万
円
を

補
助
す
る
と
発
表
し
た
。

市
と
し
て
、
県
の
制
度
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
市
民
へ
の
周
知

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答�　
本
市
の
昨
年
11
月
末

時
点
の
特
殊
詐
欺
被
害

件
数
は
63
件
、
被
害
額

は
１
億
７
千
万
円
と
過

去
最
悪
の
状
況
で
あ
る
。

犯
罪
抑
止
の
た
め
に
は
、

明
石
警
察
署
や
防
犯
協

会
、
地
域
と
の
連
携
が

重
要
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
や
場
所
で
防
犯

問�　
大
蔵
海
岸
の
ビ
ー
チ
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
聞
く
。

答�　
大
蔵
海
岸
は
、
車
い
す

や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
利
用
者

が
公
共
交
通
機
関
を
使
用

し
て
行
く
こ
と
が
で
き
る

問�　
日
常
生
活
を
営
む
た
め

に
医
療
を
要
す
る
医
療
的

ケ
ア
児
へ
の
支
援
体
制
の

構
築
に
向
け
た
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
の
取
り
組
み
状

況
を
聞
く
。

答�　
現
在
、
学
識
経
験
者
や

医
療
関
係
者
等
を
交
え
て

庁
内
外
の
連
携
・
相
談
体

制
の
構
築
な
ど
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

�　
ま
ず
は
医
療
的
ケ
ア
児

や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談

に
対
応
で
き
る
窓
口
を
今

年
の
秋
ご
ろ
を
め
ど
に
障

害
福
祉
課
内
に
開
設
す
る
。

窓
口
で
は
、
福
祉
や
医
療

的
相
談
に
対
応
で
き
る
専

問�　
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

安
全
・
安
心
な
生
活
を
支

え
る
施
策
の
現
状
を
聞
く
。

答�　
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

多
く
は
、
体
調
の
急
変
や

転
倒
に
よ
る
け
が
な
ど
の

緊
急
時
に
助
け
を
呼
べ
ず

孤
独
死
に
つ
な
が
る
リ
ス

ク
や
認
知
症
の
進
行
な
ど

の
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

そ
の
対
策
と
し
て
市
は
、

緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し

て
い
る
。
こ
れ
は
自
宅
内

で
の
緊
急
時
に
ボ
タ
ン
一

つ
で
24
時
間
、
相
談
セ
ン

タ
ー
に
つ
な
が
り
、
救
急

車
の
要
請
や
近
隣
協
力
員

な
ど
が
高
齢
者
宅
へ
駆
け

付
け
る
も
の
で
あ
る
。
令

和
４
年
度
の
延
べ
利
用
者

は
６
７
０
人
、
緊
急
通
報

は
47
件
あ
っ
た
。
ま
た
、

火
災
予
防
を
目
的
と
し
た

日
常
生
活
用
具
の
給
付
、

孤
立
防
止
を
目
的
と
し
た

ふ
れ
あ
い
会
食
や
み
ん
な

の
給
食
、
安
否
確
認
事
業

等
を
実
施
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
民
生
児
童
委
員
や

地
域
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

等
、
高
齢
者
と
接
す
る
関

係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

か
ら
５
年
度
の
第
８
期
介

護
保
険
事
業
計
画
に
お
い

て
、
団
塊
世
代
な
ら
び
に

将
来
的
な
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
の
高
齢
化
等
を
見
据

え
、
介
護
保
険
施
設
の
整

備
に
努
め
て
き
た
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
以
下

特
養
）
に
つ
い
て
は
、
計

画
に
定
め
る
１
４
８
床
の

整
備
を
進
め
る
た
め
、
建

築
費
補
助
金
の
上
乗
せ
交

付
や
市
有
地
で
あ
る
魚
住

清
掃
工
場
跡
地
の
活
用
等

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
し

問�　
高
齢
者
福
祉
施
設
の
整

備
を
促
進
す
る
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

答�　
本
市
は
、
令
和
３
年
度

門
職
員
を
配
置
し
、
医
療

的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い

る
相
談
支
援
事
業
所
と
連

携
し
、
個
々
の
家
族
と
顔

の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を

進
め
る
。
ま
た
、
保
育
や

教
育
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
支
援
の
確
認
が
分
か
り

や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
す
る
。
な
お
、
相
談

窓
口
の
開
設
ま
で
は
既
存

の
関
係
部
署
で
の
対
応
と

な
る
が
、
横
の
連
携
を
密

に
し
て
個
々
の
事
情
に
寄

り
添
う
対
応
に
努
め
る
。

答�　
高
齢
や
障
害
等
で
投
票

所
へ
の
移
動
が
困
難
な
人

に
は
、
病
院
等
施
設
で
の

不
在
者
投
票
制
度
や
自
宅

で
投
票
す
る
郵
便
投
票
制

度
が
あ
る
。
郵
便
投
票
制

度
は
身
体
障
害
者
手

帳
等
が
交
付
さ
れ
、

そ
の
障
害
が
一
定
程

度
に
該
当
す
る
人
や

要
介
護
５
の
人
に
限

ら
れ
て
い
る
。現
在
、

国
は
認
定
要
件
を
要

介
護
５
か
ら
３
以
上

に
緩
和
す
る
こ
と
を

検
討
し
て
お
り
、
市

は
、
そ
の
動
向
を
注
視
し

て
い
る
。

　

�　
投
票
所
に
行
き
た
く
て

も
外
出
で
き
な
い
人
や
現

行
の
郵
便
投
票
制
度
の
対

象
外
の
人
が
い
る
中
、
市

は
障
害
者
福
祉
施
策
と
し

て
、
買
い
物
等
に
付
き
添

い
、
介
助
す
る
移
動
支
援

事
業
の
対
象
を
拡
大
し
、

投
票
所
へ
の
移
動
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。

　

�　
今
後
は
、
投
票
の
公
正

確
保
に
留
意
し
つ
つ
有
権

者
が
抱
え
る
投
票
の
制
約

を
で
き
る
限
り
解
消
し
、

さ
ら
な
る
投
票
機
会
の
創

出
に
努
め
た
い
。

問�　
投
票
所
に
行
く
こ
と
が

困
難
な
人
へ
の
投
票
機
会

の
確
保
に
つ
い
て
、
市
の

見
解
は
。

誰もが楽しめる砂浜へ
大蔵海岸のユニバーサル化
体験イベントの実績重ね検討

医療的ケア児の支援
専門職員を配置し

今秋に相談窓口設置へ

高齢者等の投票機会の確保
投票所に行くことが
困難な人への支援は

多
発
す
る
特
殊
詐
欺
被
害

　
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み

�

県
は
録
音
機
能
付
き
電
話
機
の
購
入
を
補
助

砂浜までのスロープ（大蔵海岸）

補助対象者は 65歳以上の県内在住者

より投票しやすい環境づくりを

新中崎分署の建設予定地

問�　
中
崎
遊
園
地
に
建
設
予

定
の
消
防
署
中
崎
分
署
は

緊
急
車
両
の
出
入
り
口
が

国
道
28
号
に
面
し
、
渋
滞

時
等
の
動
線
に
不
安
が
あ

る
が
、
市
の
考
え
は
。

答�　
中
崎
分
署
は
、
明
石
駅

周
辺
の
中
心
市

街
地
を
管
轄
す

る
分
署
で
あ
り
、

国
道
28
号
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
容

易
な
こ
と
な
ど

か
ら
、
現
在
の

候
補
地
が
最
適

と
判
断
し
た
。

円
滑
に
出
動
す

る
た
め
、
国
道

28
号
に
駐
停
車

禁
止
の
路
面
表
示
を
設
け

る
た
め
の
協
議
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
内
の

他
の
署
所
で
渋
滞
等
で
出

動
で
き
な
か
っ
た
事
例
は

な
く
、
県
下
に
は
国
道
に

接
し
た
消
防
庁
舎
も
多
い
。

　

�　
出
入
り
口
が
渋
滞
等
で

ふ
さ
が
っ
て
い
る
場
合
は
、

車
列
に
前
後
左
右
に
詰
め

て
も
ら
う
か
、
一
般
車
両

を
敷
地
に
誘
導
し
隙
間
を

空
け
、
動
線
を
確
保
す
る

等
、
円
滑
な
出
動
体
制
を

確
保
し
て
い
く
。

　

�　
な
お
、
救
急
車
両
の
現

場
到
着
は
、
令
和
３
年
の

全
国
平
均
９
・
４
分
に
対

し
、
本
市
は
そ
れ
よ
り
も

早
い
８
・
５
分
で
あ
る
。

か
し
、
建
築
資
材
の
価
格

高
騰
や
福
祉
人
材
の
不
足

等
の
要
因
も
重
な
り
、
新

築
に
よ
る
整
備
事
業
者
の

決
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

�　
今
後
は
、
６
年
度
か
ら

８
年
度
の
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
に
お
け
る
特

養
等
の
整
備
予
定
数
に
応

じ
て
、
魚
住
清
掃
工
場
跡

地
を
活
用
し
た
整
備
が
で

き
る
よ
う
、
第
９
期
の
計

画
期
間
内
の
早
い
段
階
で

再
公
募
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

国道28号に面する新中崎分署
渋滞時などの動線に不安

緊急車両の円滑な出動体制を

高齢者福祉施設の整備に課題
資材高騰や福祉人材の不足

魚住清掃工場跡地の活用は

　
独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
心
へ

�

生
活
支
え
る
施
策
の
現
状
は


